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３
月
３
０
日
（
水
） 
総
会
の
記
録 

縁
（
え
に
し
）
の
家 
１
９
時
～
２
１
時 

出
席
者
（
１
１
名
） 

 

男
性
４
名
、
女
性
７
名
の
出
席
で
し
た
。
当
会

の
区
切
り
が
３
月
末
で
す
の
で
、
年
間
の
活
動
の

ま
と
め
、
こ
の
先
の
活
動
を
ど
う
す
る
か
、
総
会

と
し
て
話
し
合
い
、
決
定
し
ま
し
た
。 

 

 

決
ま
っ
た
こ
と 

 

① 

活
動
報
告
や
会
計
報
告
、
会
員
名
簿
の
確
認
は

回
覧
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
状
で

会
員
数
は
５
９
名
で
す
。 

② 

役
員
の
改
選
を
し
ま
し
た
。 

会
長
（
遠
藤
太
久
郎
）
副
会
長
（
野
口
吉
文
）

は
留
任
、
新
し
く
医
療
職
以
外
か
ら
と
し
て
、

井
戸
坂
幸
司
さ
ん
美
濃
部
圭
子
さ
ん
に
副
会

長
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

他
の
役
員
は
現
在
の
所
は
空
席
で
す
。 

③ 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
勉
強
会
の
具
体
的

な
運
営
方
法
に
つ
い
て
決
定
（
下
に
報
告
）、

講
演
会
は
、
１
回
の
実
施
を
目
標
に
「
生
活
の

中
の
看
取
り
」
の
テ
ー
マ
で
講
師
依
頼
中
。 

 

次
回
の
例
会
は 

 

４
月
２
７
日
（
水
）
夜 

１
９
時
～
２
１
時 

 

縁
の
家
（
い
せ
在
宅
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
隣
） 

 
 

 

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
講
習
会
プ
ラ
ン 

 

 


 

４
回
を
ひ
と
ま
と
め
と
し
て
実
施
す
る 


 

テ
ー
マ
も
４
つ
に
絞
る
こ
と
に
す
る 


 

話
題
に
詳
し
い
人
が
講
師
役
を
す
る 


 

ノ
ー
ト
の
雛
形
を
、
表
紙
と
共
に
提
供
す
る 


 

各
回
の
資
料
を
綴
じ
こ
ん
で
も
ら
う 


 

ノ
ー
ト
の
内
容
は
参
加
者
が
自
分
で
書
き
込

み
、
講
習
会
の
中
で
は
公
開
の
必
要
な
し 


 

講
習
会
の
到
達
点
は
、 

１
． 

各
自
の
ノ
ー
ト
作
成
の
進
展 

２
． 

ノ
ー
ト
形
式
の
改
訂
の
論
議 

３
． 
地
域
で
役
立
つ
資
料
の
作
成 

 


 

講
師
に
お
願
い
し
た
い
こ
と 

１
． 

論
点
は
「
し
て
ほ
し
い
こ
と
」「
し
な

く
て
も
い
い
こ
と
」「
し
て
は
い
け
な

い
こ
と
」
な
ど
に
、
仕
分
け
て
く
れ

る
と
あ
り
が
た
い 

２
． 

皆
さ
ん
の
疑
問
を
引
き
出
し
、
整
理

す
る
よ
う
な
話
題
が
あ
り
が
た
い 

３
． 

市
民
の
目
線
を
大
事
に
説
明
下
さ
い 

４
． 

事
前
に
資
料
あ
れ
ば
印
刷
し
ま
す 

地
域
に
ホ
ス
ピ
ス
を
迎
え
る
勉
強
会
も
準
備
中 

講習会（原則として、第二水曜日 夜７時～８時半） 縁の家にて  無料 

       主テーマ       講師 （補佐役） 

４月１３日 「介護の始まり」   森   （潮田）  もう間近ですがヨロシク！ 

５月１１日 「遺言の書き方」   浅沼 （井戸坂） 

６月 ８日 「医療での意思伝達」辻村 （野口） 

７月１３日 「今の世の葬儀」   美濃部（交渉中） 

８月１０日    （講座前半の振り返り）あるいは講演会にあてる？ 

９月１４日 後半（検討中） 

１０月１２日 後半（検討中） 

１１月 ９日 後半（検討中） 

１２月１４日 後半（検討中） 

      ☆出席の初回にノート資料をお渡しします（その後も持参下さい） 

お知り合いを、気楽にお誘い下さい。 


